
【素案】 検討のポイントの整理（検討フロー）

近年の動向及び上位・関連計画よりキーワードを抽出

課題の整理

検討のポイント（重視すべき３つの柱）

次期広域地方計画の骨子策定にあたっての考え方

新たな国土形成計画に向けた総理指示
（令和４年７月１５日）

第1・2回有識者懇談会

○デジタルとリアルの融合による地域生活圏の形成

○エネルギー・食料の安定供給に向けた強みの発揮

○若者・女性・高齢者等あらゆる人材が活躍できる社会づくり

集約・
絞り込み

キーワード抽出①

キーワード抽出②

キーワード抽出③

キーワード抽出④

キーワード抽出⑤
（今後）

国土審議会計画部会（第13～15回）

国土の刷新に向けた重点テーマ（デジタルとリアルが融
合した地域生活圏の形成等）

※今後の計画部会及
び有識者懇談会の議
論により変更となる可
能性あり

資料３



キーワード抽出①
近年の動向及び上位・関連計画より
キーワードを抽出（国・県の計画等）

【素案】 検討のポイントの整理（キーワード抽出）

災害の激甚化・頻発化、人口減少、高齢化、スマート
農業、カーボンニュートラル、SDGｓ、国際競争力、国
土の適正管理、GX、DX、官民連携 など

キーワード抽出②
課題の整理

レジリエンスの向上、地域生活圏の形成、女性活躍、
民間活力の導入、DXの推進 など

キーワード抽出③
新たな国土形成計画に向けた総理
指示（令和４年７月１５日）

デジタル田園都市国家構想、地域生活圏、産業の再
配置、官民連携、GX、DX、分散型国づくり、エネル
ギー・食料安全保障 など

キーワード抽出④
第１・２回有識者懇談会

地域生活圏、カーボンニュートラル、東北圏のポテン
シャルとしての再生可能エネルギー、デジタルの活用、
関係人口の拡大、DXの推進 など



【素案】 有識者懇談会意見の反映
・東北圏はデジタルに前向きな姿勢であることを示す必要がある。
・震災当時の経験や教訓を生かすまちづくり、そして人づくりの視点が必要である。
・東北圏の新しい技術を取り入れて夢を広げていきたい。
・最先端の技術によりクリエイティブな圏域であることを打ち出したい。
・前向きで未来思考のあるタイトルを掲げてほしい。
・国土計画の重たいイメージがあるが、若い世代も見ることをふまえて軽やかな空気感を入れてほしい。
・東日本大震災からの復興が生み出した「未来に繋がる兆し」を見つめ直す必要がある。

・エネルギーと食料の自給自足により、自立した圏域をめざすことを打ち出す必要がある。
・東北圏は日本最大のエネルギーポテンシャルエリアであることから、新しいエネルギーの産出と循環により日本全体を牽
引する圏域をめざすべきである。

・若者や女性の活躍をサポートする体制を整えることが必要である。
・閉鎖的なイメージを払拭し、若者や女性に選ばれる魅力的な圏域を目指すべきである。
・多様な働き方や生き方を実現できる「開かれた東北」をめざす必要がある。
・中高生に夢を与えられるような計画にしていきたい。
・人口減少を前提としながら、東北圏としての将来像を今まで以上に真剣に考えることが必要である。

・原子力災害を受けた東北圏だからこそ、日本のカーボンニュートラルを担う圏域をめざす必要がある。
・カーボンニュートラルの実現先行エリアとして、取組を推進する必要がある。

有識者意見の要点

○新しい技術と震災の経験でクリエイティブな東北圏の未来を切り拓くべきである

○エネルギー・食料供給ポテンシャルを活かして自立した圏域をめざすべきである

○若者・女性の挑戦を支え、多様な生き方を実現できる圏域をめざすべきである

○原子力災害を経験した東北圏だからこそカーボンニュートラルを先導すべきである



有識者意見の要点

検討のポイント
（重視すべき３つの柱）

現行計画 素案

エネルギー・食料の自給力と
産業の競争力を通した日本全体を牽引

する東北圏の形成

女性・若者が自己実現でき地方の先
導モデルとなる東北圏の形成

震災の経験を活かし、強さと
しなやかさを世界に発信する
防災先進圏域の形成

豊かな自然と共生し、
グリーンな国土づくりに挑戦する

東北圏の形成

人と自然が共生し地球に優しく
生命力あふれる空間の形成

豊かな自然と地域資源を活かし
持続的な成長を実現する「東北
にっぽん自立経済圏」の形成

一人ひとりの自立意識と交流・
協働で創る東北圏

震災からの復興とともに世界に発
信する防災先進圏域の実現

【素案の考え方】
●現行計画の体系を継承
●東北圏の強みを活かした明るい未来を
表現する

〇国土形成計画（全国計画）中間取りまとめ（令和4年7月15日）について
・「第3章 共通して取り入れるべき課題解決の原理」に、4つの原理が示されており、それぞれを独立して取り入れてゆける性質
ではなく、あらゆる項目に横断的に組み込まれる項目としており、東北圏においても同様に横断的に組み込む方針とする。

①民の力を最大限発揮する官民共創 ②デジタルの徹底活用 ③生活者・事業者の利便の最適化 ④分野の垣根を越えること

共通する課題解決の原理

【素案】基本方針の検討



【素案】 基本方針を踏まえた表現の更新（現行計画→素案）

戦略的目標の考え方

Ⅱ災害に強い防災先進圏域の実現

Ⅰ東日本大震災からの被災地の復興

Ⅴ地域の資源、特性を活かした世界に
羽ばたく産業による自立的な圏域の実
現

Ⅵ交流・連携機能の強化による世界と
対流する圏域の実現

Ⅶ地域を支える人材の育成と共助による
住民主導の地域運営の実現

Ⅲ恵み豊かな自然と共生する環境先進
圏域の実現

Ⅳ雪にも強くて人に優しく暮らしやすい魅
力的な対流促進型の地方の創生

（復興・防災・減災）

（自然・環境）

（暮らし）

（産業）

（国際連携）

（人材・共助）

現行計画

（復興・防災・減災）

（産業）

（国際連携）

（人材・共助）

豊かな地域資源の活用と先端産業の
挑戦による国際競争力の強化

交流・連携強化による世界とつながる
ネットワークの実現

誰もがチャレンジできる自立的な地域運
営の実現

（自然・環境）

（暮らし）

美しい国土の保全と恵みある豊かな自
然の継承

魅力的な「新しい雪国暮らし」の実現

復興・再生の強い力を未来につなげる
社会の実現

素案

震災からの復興・再生を原動
力として、その先の自立的発
展を見据えたポジティブな表現

人口減少社会における国土
管理の課題を受け止めた表現

東北圏ならでは「雪国」の魅力
とポストコロナの新しい社会を
意識した表現

今後重視すべき官民連携を
意識した「共創」を取り入れ
「国際競争力」を強調

東北圏の優位性を活かしてダ
イレクトに世界につながることを
表現

若者・女性を含めた多様な人
材が活躍できる社会を表現



1.地球環境保全のための循環型社会の構築

2.人と自然が育んだ美しい「森里川海」の原風景の継承

3.陸域・海域の水環境の保全・再生と豊かな水の恵みの享受

1.地球環境保全のための低炭素社会・循環型社会の構築

2.美しい四季に彩られる森林や田園、川や海辺の保全と継承

1.国際競争力を持つ産業群および先端産業拠点の形成

2.エネルギーの安定供給とカーボンニュートラルの両立への挑戦

4.地域資源の付加価値を高め、新しい需要に対応した観光関連産業の拡大

3.豊かな資源を生かした次世代のスマート農林水産業の展開

1.国際競争力を持つ産業群産業群の形成

2.地球に優しいエネルギーの安定供給と世界を先導するエネルギー技術開発の推進

4.東北圏ならではの地域資源を活かした観光交流と滞在人口の拡大

3.東北圏の地域資源を活かした「強い農林水産業」と「美しく活力ある農産漁村」の創出

1. 「日本海・太平洋２面活用型国土」の形成

2.圏域全体の交流・連携を支える高速交通網の形成

3. 生活と産業を支える圏域内外を結ぶネットワークの形成

1. 「日本海・太平洋２面活用型国土」の形成

2.高速交通交流圏の形成

3. 圏域内外を結ぶ総合的かつスマートなネットワークの形成

主要な施策の考え方

1.冬に強く魅力的な地域づくりの推進

2. 「コンパクト＋ネットワーク」による都市と農山漁村の共生

3.医療・福祉の充実と先進医療のさらなる展開

1.冬に強い地域づくりの推進

2. 「コンパクト＋ネットワーク」による都市と農山漁村の共生

5.医療・福祉の充実

6.高齢者や女性等の社会参画による地方の創生

3.地域の持続的な発展の核となる新しい時代のコンパクトシティの形成

4.「小さな拠点」の形成による暮らしやすい農産漁村づくり

素案現行

戦略的目標と整合を図り、
カーボンニュートラル、スマート
農業、DX等の視点を追加
しシンプルな表現に修正

Ⅴ

Ⅵ

Ⅲ

Ⅳ

〇基本方針・戦略的目標を整理した共通事項を踏まえた主要な施策の整理（キーワード抽出等）
・重要な項目は分かりやすくとりまとめ（委員の発言）を行い、同様な内容である主要な施策については集約する。
・計画の横断的な分野（横串）である「地域生活圏」「デジタル」「官民連携」については、施策名には記載しない。（本文対応）

施策内容がよりわかりやすい
表現に修正

脱炭素化等の視点を追加

戦略的目標と整合を図り、同
様な内容を集約。医療面で
は対面と遠隔のベストミックス

の視点を追加

3.健全な水環境の維持又は回復と海域の環境保全・再生・利用

1.東日本大震災・原子力災害からの復興・再生

2.圏域全体の防災・減災・強靱化の推進

3.インフラの戦略的メンテナンスの推進

1.広域災害に備えた地域間連携の強化

2.災害リスクを提言する防災力の強化

3.グローバルな災害対応

4.女性・若者や高齢者等の活躍による地方創生

1.被災地の復興に向けた新しい地域づくり

2.農林水産資源を始めとする地域資源の回復と地域産業の経営強化

3.東京電力福島第一原子力発電所の事故による災害への対応と継続的な取組

4.インフラの戦略的メンテナンスの推進

Ⅰ

Ⅱ

戦略的目標と整合を図り、
同様な内容を集約

2.多様な主体による中間支援組織や地域運営組織の形成

3.共助によるコミュニティの活性化のための絆の構築

1. 東北圏の将来を担う次世代の多様な人材の育成と活用

2.「東北にっぽん」を創造する多様な主体による共助社会づくり

3.共助によるコミュニティの活性化のための絆の構築

1. 「東北にっぽん」の創造を支える人材の育成と活用

Ⅶ
IT人材、若者育成・確保や
中間支援組織や地域運営
組織の視点を強調

基本方針との整合を図り、
戦略的目標Ⅴに移動


